
ネット中継のできる阿見町議場を視察

●
茨
城
県
阿
見
町
の
特
徴

町
の
名
を
冠
し
た
「
阿
見
グ
リ
ー
ン

メ
ロ
ン
」
な
ど
、
特
産
品
が
数
多
く
生

産
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た

商
品
開
発
な
ど
の
６
次
産
業
化
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
観
光
で
は
、
平
成
21
年

に
開
業
し
た
「
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
」
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
、
令
和
４
年
に
元
横
綱
稀
勢
の
里
関

の
相
撲
部
屋
「
二
所
ノ
関
部
屋
」
が
開

所
。
観
光
面
の
み
な
ら
ず
、ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
の
連
携
が

進
ん
で
い
る
。

●
阿
見
町
議
会
の
概
要

令
和
４
年
度
か
ら
「
議
会
モ
ニ
タ
ー

制
度
」
を
導
入
。
町
民
か
ら
の
要
望
、

提
言
、そ
の
他
の
意
見
を
広
く
聴
取
し
、

議
会
改
革
・
活
性
化
の
推
進
及
び
政
策

提
案
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
12
名
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
が
活
躍
し

て
い
る
。

　
第
12
回
目
と
な
る
令
和
７
年
度
の
議

会
報
告
会
で
は
、「
あ
み
議
会
報
告
会

＆
交
流
会
25
知
ろ
う
、
語
ろ
う
、
進
め

よ
う
!!
み
ん
な
で
あ
み
ト
ー
ク
」
と
題

し
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
議
場
や
議
会
施
設
で
開
催
し
た
。

　
町
内
３
つ
の
町
立
中
学
校
と
霞
ヶ
浦

高
等
学
校
に
て「
放
課
後
議
員
カ
フ
ェ
」

を
開
催
。
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

若
い
世
代
の
声
や
価
値
観
を
把
握
し
、

議
会
活
動
に
生
か
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

阿
見
町
に
学
ぶ
議
会
改
革

阿
見
町
に
学
ぶ
議
会
改
革

視視点点
議会の議会の

予
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る

「
事
業
評
価
シ
ー
ト
」
に
附

さ
れ
た
当
初
予
算
に
対
す
る
附
帯
決

議
の
効
果
、
議
会
報
告
会
と
意
見
交
換

会
の
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
へ
の
町

民
の
集
ま
り
具
合
、
本
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
視
聴
者
動
向
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
後
の
議
会
運
営

へ
の
改
善
点
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
玉
村
町
議
会
と
し

て
も
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
く
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
委
員
会

と
し
て
は
、
議
会
報
告
会
の
開
催
を
考

慮
す
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
導
入
に
よ
る
議
会
活
動
の
効
率

化
な
ど
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。

議会
運営
委 員 会

委
員
長
羽
鳥
光
博
　
副
委
員
長
備
前
島
久
仁
子
　
委
員
松
本
幸
喜
・
堀
越
真
由
子
・
髙
橋
茂
樹
・
浅
見
武
志

研究テーマ：議会改革度ランキング上位の阿見町議会の取組について
阿見町議会を視察

所管事務調査日：令和 8 年 1 月 28 日 委 員 会  調 査 研 究 レ ポ ー ト

阿見町ＨＰ

「
先
進
的
な
議
会
改
革
を
実
践
」

阿
見
町
議
会
の
取
組
を
学
ぶ
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先進的な阿見町の議会改革への取組を聴取



研究テーマ：玉村町の農業について

所管事務調査日：令和 8 年 2 月 4 日

総務
経済
常任委員会

委
員
長
堀
越
真
由
子　
副
委
員
長
峯
岸
敬
一　
委
員
嶋
田
由
紀
子･

羽
鳥
光
博･

備
前
島
久
仁
子･

月
田
均

●「
農
業
の
ま
ち　
た
ま
む
ら
」の
特
徴

　
玉
村
町
の
面
積
２
５
７
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
農
地
は
８
０
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
町
の
面
積
の
約
31
％
）、
担
い
手
（
認

定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
等
）
へ

の
集
積
率
は
75
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
田
で
は
主
に
水
稲
と
麦
類
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
主
食
用
米
の
ほ
か
に
Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
、
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
が

生
産
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
水
田
で
春
か

ら
秋
に
か
け
て
水
稲
を
、
秋
か
ら
春
に

か
け
て
は
麦
類
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

水田

水
稲
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ

さ
ひ
の
夢
」
な
ど
。

小
麦
（
う
ど
ん
・
パ
ン
・
パ
ス
タ
の
原

材
料
）・
二
条
大
麦
（
ビ
ー
ル
用
品
種
）・

六
条
大
麦
（
麦
茶
用
品
種
）。

畑

麦
類
が
作
ら
れ
て
い
る
畑
も
あ

る
が
、
主
に
野
菜
を
栽
培
。

施
設
野
菜
…
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ

ト
・
春
菊
等

露
地
野
菜
…
ナ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等

畜産

牛（
牛
乳
と
牛
肉
）と
豚
の
生
産
。

昔
は
町
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、現
在
は
牛
が
６
戸
、豚
が
１
戸
。

●
農
業
の
現
在
と
未
来

今
、
日
本
中
で
農
業
を
す
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
玉
村
町
も
例
に
漏

れ
ず
同
様
だ
が
、一
方
で
若
い
人
や
女
性
、

退
職
し
た
後
に
農
業
を
始
め
る
人
も
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
興
味
を
持
つ

こ
と
で
、
農
業
の
未
来
も
明
る
く
な
る
。

課
題
と
強
み
は

課
題
と
強
み
は

視視点点
議会の議会の

今
回
、
玉
村
町
の
農
業
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
を
調

査
、
併
せ
て
農
業
用
水
を
配
水
し
て
い

る
水
門
及
び
水
路
の
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。
調
査
の
結
果
、
農
業
従
事
者
の

減
少
・
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
、

用
水
路
・
水
門
等
の
老
朽
化
な
ど
、
構

造
的
課
題
が
進
行
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
水
の
確
保
と
適

切
な
配
分
は
営
農
の
根
幹
を
支
え
る
重

要
な
要
素
で
あ
り
、
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

計
画
的
な
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　
一
方
、
平
坦
な
地
形
条
件
や
高
い
農

地
集
積
率
、
二
毛
作
体
制
と
い
う
強
み

を
有
す
る
。
今
後
も
継
続
的
に
農
業
政

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を

行
い
、
町
政
に
お
け
る
重
要
政
策
分
野

と
し
て
位
置
づ
け
た
施
策
展
開
が
図

ら
れ
る
よ
う
提
言
し
て
い
き
た
い
。

「
た
ま
む
ら
の
農
業
」
い
ま
と
こ
れ
か
ら

課
題
を
探
る
調
査
研
究

●
更
新
時
期
を
迎
え
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た

顔
写
真
付
の
カ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
る
。

国
の
施
策
と
し
て
始
め
ら
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
は
、平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
１
月
か
ら
カ
ー
ド
交
付
が
開
始
さ
れ

て
以
来
、
10
年
が
経
過
。
初
年
度
交
付

の
カ
ー
ド
は
、
有
効
期
限
（
10
年
）
を

迎
え
、
ま
た
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年

～
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
に
集
中
し

た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
、
電
子
証

明
書
の
更
新
（
５
年
）
時
期
を
迎
え
る
。

両
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
更
新
手

続
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。

●
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
難
事
情

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
医
療
・

年
金
・
出
産
育
児
等
、
多
く
の
場
面
で

提
示
を
求
め
ら
れ
る
本
人
確
認
書
類

を
、
こ
れ
１
枚
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
利
便
性
の
高
さ
が
あ
る
一
方
で
、

担
当
課
で
は
カ
ー
ド
の
交
付
や
更
新
に

当
た
っ
て
、
大
変
な
労
力
を
必
要
と
し

て
い
る
。
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
原
則

本
人
の
み
可
能
で
、
15
歳
未
満
の
人
と

成
年
被
後
見
人
に
は
、
必
ず
法
定
代
理

人
の
同
行
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
８
年
度
第
４
四
半
期

（
２
０
２
９
年
１
月
）
に
は
、
現
在
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
代
わ
る
「
新

カ
ー
ド
」
へ
切
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

待
ち
時
間
の
短
縮
や
事
務
負
担

待
ち
時
間
の
短
縮
や
事
務
負
担

の
軽
減
を

の
軽
減
を

視視点点
議会の議会の

委
員
か
ら
は
、高
齢
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
管
理
状

況
や
更
新
手
続
の
た
め
の
移
動
の
問
題

と
と
も
に
、更
新
手
続
の
事
務
負
担
の
大

き
さ
等
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
せ
っ

か
く
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム

の
連
携
を
図
る
こ
と
で
ほ
か
の
事
務
負

担
を
軽
減
す
る
手
立
て
と
し
て
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
、と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
啓
発
、
窓
口
業
務

委
託
及
び
申
請
書
の
自
動
作
成
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
手
続
機
器
の
増
設
等
に
よ
り
、
住
民

の
待
ち
時
間
の
短
縮
や
職
員
の
事
務
負

担
の
軽
減
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

民生
文教
常任委員会

委
員
長
松
本
幸
喜
　
副
委
員
長
井
上
景
子
　
委
員
川
端
悟･

笛
木
美
登
利･

髙
橋
茂
樹･
浅
見
武
志

「
使
っ
て
い
ま
す
か
？
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

現
状
と
今
後
の
取
組
を
調
査

研究テーマ：マイナンバーカードの現状と課題

所管事務調査日：令和８年 2 月 5 日 常 任 委 員 会  調 査 研 究 レ ポ ー ト

玉村町ＨＰ
　「マイナンバーカード」
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マイナンバーカードの保有率（出典：総務省）

区分 人口（R7.1.1時点） 保有枚数 人口に対する
保有枚数率

全国 1億2433万690人 1億64万6892枚 80.8% 

群馬県 190万7976人 154万5024枚 81.0% 

玉村町 3万5620人 2万8794枚 80.8% 

玉村町民のマイナンバーカードの保有率は 80.8%。行政の効率化と生活
における利便性を高めるため、普及を進めたいところである。

イメージ写真
角渕地区用水路を視察

板井地区水門を視察




